第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年10月2日（火）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名:集団の中の自分　(4－(4))　
２．ねらい：集団の中で進んで自己の役割を果たすことの大切さに気づかせ、自己を高めながら集団生活の向上に努めようとする態度を養う。
３．資料名：「パーカッションとともに」(かけがえのないきみだから(学研))　(p.32～35)
４．学習指導過程　　
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	パーカッションについて知る
	①　オーケストラの写真を見ながら、オーケストラの曲を聞く。(8分)
　○何種類くらいの楽器がありますか。

　○フルートとパーカッションはどれですか。

　○フルートの音は分かりますか。
	【一斉・発表】
・たくさんの楽器があることが分かればよい。
・フルートの音色が美しいことは確認しておく。

	展開
	資料を読み、「わたし」の気持ちについて考える。
	○資料を読む。(7分) 
②フルートをやりたかった「わたし」が、パーカッションに決まったときはどんな気持ちだっただろう。(5分)
　・一番嫌なパーカションとは・・・。
　・部活をやめたい。　・フルートをやりたいのに。
	【一斉・発表】

・確認程度。

・「わたし」の気持ちに共感させる。

	
	
	③嫌だったパーカッションをやってみようと思ったのはなぜですか。(5分)
・先輩の言葉を聞いて、やってみる価値はあると思ったから。
・やるだけやってからやめても遅くない。
	【一斉・発表】

・確認程度。

・「わたし」の気持ちが、先輩の言葉によって揺れ動いていることを確認する。

	
	
	⑤【中心発問】コンクールで文句なしの演奏ができたとき、わたしはどんなことを感じましたか。
(15分)
　・努力してきたかいがあった。
　・素晴らしい演奏に喜びが込み上げた。

　・集団の中で責任を果たした。

　【切り返し】パーカッションにやりがいを感じるようになったのはなぜですか。

　　・パーカッションが大事な役割を担っていると感じるようになったから。
　 ・自分の役割を果たすことが、自分のためにも皆のためにもなることが分かったから。
	【グループ】→【一斉・発表】
・自分のがんばりが、自分自身のことだけでなく、集団の中の役にも立っていることに気づかせたい。
・嫌だったパーカッションにやりがいを感じるようになった理由を考えることで、ねらいに近づけたい。

	終末
	まとめ
	⑥心のノートp.104-105をよみ、授業の感想を書く。(5分・5分)
	【個人・ワークシート】

→【一斉・発表】
・オーケストラの曲を流す。

・数名発表する。


５．準備物：資料、オーケストラの写真、心のノートp.104-105(ワークシート)

６．板書計画
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７．今後の改善点

　◎　個人での視点の意見は出やすいが、集団を視点とした意見が出にくい。どう集団の役割を気付かせるかがポイント。
　◎　資料に、集団の視点をはっきりと読み取ることが難しい。資料を読み取ることのできるものに変えることも考える必要がある。

　　　






　　　　パーカッションとともに


 　　　　わたし→フルートをやりたい


　　　　　　　　　





　　　　　　　　パーカッションになる


　　　　　　　　　・一番、嫌なのに・・・


フルートをやりたい


部活をやめようか


　　　　　　　　


　　　　


　パーカッションをやってみよう


　　　　　　・先輩の励まし


　　　　　　・やるだけやってみよう


　　　　　　・やってからでも、おそくない


　　


　　


　コンクールで文句なしの演奏


　　　　　・努力してよかった


　　　　　・うれしい


　　　　　・自分が成長できた


　　　　　・部活の中、役に立つことができた。


　　　パーカッションにやりがい


・パーカッションも大事な役割だ


　　　　　・自分の頑張りが、みんなのために


　　


　　




















オーケストラの絵























